




































































































































（2） 醍醐聰『会計学講義［第 4版］』東京大学出版会，136 頁〔2008〕
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施設の経済性に関する性能について，使用期間は原則として 65 年から 100 年程度を目安
として長期使用を目標としていると記されている。このことから建物の物質耐用年数は
100 年あることが理解できる。ただ，建物をそのまま使用し続けていては，物質耐用年数



















































































































（4） 広瀬義州『財務会計第 8 版』中央経済社，2頁〔2008〕
（5） 沼田嘉穂『新版固定資産会計』ダイヤモンド社，387 頁［1972］
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（8） 前掲書 7，148 頁
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（11）前掲書 7，191 から 195 頁































































































































































（24）取替とは，太田哲三教授の「固定資産会計 ｣ 123 頁によると「破損設備の一単位を除去して新しいものと交
替するのを取替という。修繕も微細に考えれば取替と異なるところはない。しかし修繕は維持のための工作
が主であり，取替といえば新品を以て補充することを指すのが普通である」としている。


























































 （2019.9.20 受稿，2019.10.16 受理）
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判断を誤らせることになることは言うまでもない。昭和 37 年から 60 年弱改訂がなされて
いない原価計算基準である。このままでは，わが国の会計制度が危ういのではないか。
―159―
土屋清人：管理会計から考察する大規模修繕工事における非原価項目の問題点
